


世界展開力強化事業とは
国際的に活躍できるグローバル人材の育成と大学教育のグローバル展開力の強化を目指し、
高等教育の質の保証を図りながら、日本人学生の海外留学と外国人学生の戦略的受入を行う
事業対象国・地域の大学との国際教育連携の取組を支援することを目的として、文部科学省
において 2011( 平成 23) 年度から開始された事業です。
宇都宮大学は 2020 年度に採択され、2024 年度まで 5年間の支援を受けて事業を実施します。

プログラムの目的
本プログラム「アフリカの潜在力と日本の科学技術融合による SDGs 貢献人材育成プログラム」
では、宇都宮大学とアフリカの６つの連携大学との交換留学を通じ、SDGs の目標達成に貢献
できる人材育成を目的としています。

アフリカ連携大学留学の概要

応募資格
 ・宇都宮大学地域創生科学研究科博士前期課程所属の大学院生
 ・留学時において英語での授業についていける英語力 を有する者

留学期間
　短期は 1ヵ月、長期は 3ヵ月以上 1年未満

単位互換について
留学先で取得した単位は相互認定により修了単位として認められます。

留学費用の補助について
奨学金として、月額 6万円が支給されます。渡航費等の支援も

　 予定していますので、自己負担は少なくて済みます。

選考について
留学者の選考は、①国際Webオンライン集中講義 ( 必修） ②学生サミット 

　③連続国際シンポジウム 等、本プログラムへの積極的参加と、成績を考慮し、
　 厳正に行ないます。

② 学生サミット

① 国際Web
オンライン集中講義

③ 連続国際シンポジウム

応募 選考 留学

宇都宮大学 世界展開力強化事業（UU-A）
「アフリカの潜在力と日本の科学技術融合による
SDGs 貢献人材育成プログラム」
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国際Web オンライン集中講義

宇都宮大学及びアフリカ６大学の学生を対象に年 1回のオンライン集中講義を英語で開講します。
アフリカとの時差を考慮して 15 回のうち 13 回はオンデマンドで、2回がリアルタイムで講義予定です。

学生サミット

宇都宮大学とアフリカ６大学の修士課程の学生が一堂に会して SDGs の視点に関連した
研究発表を行う世界初の会議です。

連続国際シンポジウム

主にアフリカに関連したテーマでオンライン・シンポジウムを継続して開催しています。
講師は宇都宮大学の教員以外にアフリカ６大学を含む大学・組織からも登壇しています。

本プログラムの活動の紹介

講義修了者に送られる証明書

オンライン講義の集合写真

シンポジウムのスクリーンショット シンポジウムの告知チラシ

学生サミット研究発表要旨集



ジョモ・ケニヤッタ農⼯⼤学（ケニア）
Jomo Kenyatta University of Agriculture and Technology

http://www.jkuat.ac.ke/

メル科学技術⼤学（ケニア）
Meru University of Science and Technology

https://www.must.ac.ke/

アディスアベバ⼤学（エチオピア)
Addis Ababa University
http://www.aau.edu.et/

ダルエスサラーム⼤学（タンザニア）
University of Dar es Salaam
https://www.udsm.ac.tz/

ネルソンマンデラアフリカ科学技術⼤学院⼤学（タンザニア）

Nelson Mandela African Institution of Science and Technology

ガーナ⼤学（ガーナ）
University of Ghana
https://www.ug.edu.gh/


